
19-019 登録日：2020年12月24日

(　　 支部) 発生日時 　2019年　7月　18日　15時頃

氏名 年齢 　　43歳 役職 一般

直外区分 勤務経験 19年　7月 作業経験 　年　0月

休業日数 　　０日

災害類型 ⑥

【災害類型】 ①墜落・転落　②転倒　③飛来・落下　④挟まれ　⑤巻き込まれ

⑥切れ・擦れ　⑦熱傷　⑧感電　⑨火災・爆発　⑩その他

注） 網掛け部の記入は任意とする。それ以外は必ず記入をお願いします。

被災者
Ａ氏

　直営　／　外注

災害事例報告（不休）
登録番号

会社名

発生場所 曲げ作業エリア

傷病名 左手甲裂傷

災害の概要
指図書を作業者に届けている時に、作業スペース内にある台車に

載っていた材料（鋼板）に左手が接触し、裂傷を負った

災

害

状

況

8時00分　始業時の朝礼

　当日は、朝から営業事務作業

12時10分　昼休憩

13時00分　昼休憩終了後、午前中に引き続き営業事務作業

15時30分　加工指示書を届けに曲げエリアに行った。

　　　　　前ばかり見ていたので、うっかり鋼板の角に接触し、裂傷を負った。

　　　　　消毒後、社有車で整形外科に搬送。

処置：左手甲に２．５センチの裂傷、8針縫合

対

策
○遠回りになっても、周囲をよく見て、安全な場所を通る。

工場内の曲げ加工エリアで、営業事務所から加工指示書１枚を左手に持ち、同エリアの指示書入れ

に入れようと持って行っている時、前ばかり見ていたので、台の上に載っていた鋼板（厚さ2.3㎜×

縦104㎝×横90㎝）に気付かず、鋼板の角に、うっかり左手甲の中心部分をぶつけ、2.5㎝程裂傷

し、8針縫合した。

○作業が終了するまで、安全な場所で待ち、作業者とアイコンタクトが取れ、安全だと確認できた

ら通る。

原

因

○作業中の作業者の横を通っていた時に、前をよく見ずに避けたため。

発

生

状

況

図

・

写

真


